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普段使いにつながる追加開発②
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◼ これまでの定量的なデータのダッシュボードに加え、校内委員会等で活用できるフォー

マットや議事録機能を追加、運用可能に。

◼ さらに教職員の普段使いにつながるよう上記に加え、教職員個人が日々の教育活動を

行う中で、組織として共有すべき児童生徒の気づきや面談記録の入力を可能にする。

◼ データベースの追加開発とあわせてユースケースの提示等を通じて学校が具体的に活用

できるまで伴走支援が必要。

定量的なデータと定性的な記録をダッシュボードで児童生徒ごとに表
示可能にしていく。

タイムライン形式での表示やタグ付け、全文検索などのUIを高め、
直感的に使えるダッシュボードに。

先行して取り組む学校でのユースケースの実践を通じて、改善点等を
把握しつつ、どの学校でも取り組めるよう伴走支援。

第9回資料



前回のアドバイザリーボードで教育総合DBについていただいた御助言
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外部アドバイザー 御助言

木村委員

生成AIの活用は必須になってきており、議事録作成や課題抽出などで、整えた
データと生成AIを掛け合わせてどう活用していくかを考えていくべきである。
手作業を減らす追加開発は重要だが、IDの突合にあたって教育と関係ないデー

タまで紐付けるとプライバシー上の問題が生じ、分析にも影響するため注意すべきで
ある。

益川委員

多様性の包摂として、個別最適だけでなく多様な子ども同士が関わり合い、互い
に尊重して成長していく支援が必要。個別と協働の一体的な充実として、友達同
士で関係性を作りながら学び合うチャレンジと、その成果の教育データへのフィード
バックを期待

小美野委員

これまで学校に関わる中で、元のデータを加工した多重構造の資料に基づく話し
合いに疑問を持つことがあった。今回のダッシュボードのように、元の資料を端的に並
べて確認しながら話をするのは、時間の節約という意味でも、元の情報がすぐ確認
できるという意味でも非常に良い取り組みである。

末冨委員

ダッシュボードによって、指導力のない若い教員でも、科学的な観察・分析に行き
やすくなり、「子どものせい」にしなくて済むようになる点が優れている。一方、アセスメ
ントの項目（忘れ物、学力不振など）を保護者にも共有し、「育てづらさがあれば
教えてください」といったコミュニケーションツールにすることで、レッテル貼りではなく前向
きなツールになる。保護者も悩みをうまく整理できていないことがあるため、一緒によ
り良くしていくための手段として機能させてほしい。



できること①～日々の気づきや対応を記録できる（メモ帳代わりのデータベース）

✓ 日々の気づきや対応の記録を一人一人の子供（クラス、学年別も）について入力可能に
✓ 入力内容は即時更新され、管理職はじめどの先生方も確認できる
✓ 入力時に内容の修正や足りない情報を指摘するAI補正を搭載
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変わったこと、できるようになったこと

市教委がデータを更新してはじめて活用できていたもの
から、先生方が自らデータを入れ、活用できるように



できること②～対応が継続する場合はケース化して対応履歴を一覧化（経過がわかるデータベース）
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✓ 継続的に支援や対応が必要な案件（いじめ、トラブル、不登校傾向など）は“ケース”化し
て特出しで対応計画の作成・記録、見届けが可能に。

✓ 基本的な様式である“対応計画”と応用行動分析学に基づく“ABC分析”のどちらでも記
入が出来、いじめ及び不登校・長欠案件は、市への報告とも接続。

変わったこと、できるようになったこと



できること③～校内会議の資料、議事録になる（校内資料になるデータベース）
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✓ 生徒指導委員会、学年会など各学校の校内委員会の議事録機能を搭載
✓ これまで入力していた“気づき”や“ケース”を議題に追加出来、検討結果の反映や欠席者
への申し送り事項も入力可能。

変わったこと、できるようになったこと



できること④～進級・進学時もデータが残り、引継ぎ可能（引継ぎ資料になるデータベース）
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✓ これまで進学時にデータの引継ぎができなかったため、小⇒中で情報が途絶えていたが、
小１からの記録をそのまま引継いでいくことが可能に。

✓ 進級、市内転校の場合も引き継ぐことができるので、過去の記録をスムーズにたどることが
可能。

変わったこと、できるようになったこと



今年度の今後のスケジュール
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学校での導入支援 システムの更新・修正関係
R8.９月 • ９月１日 一部学校でお試し運用

※戸二小、美谷本小、笹目中に依頼
• お試し運用でのバグなどを
検証し、必要な場合改修

R8．
10月～12月

• 10月１日 全校でのリニューアル版トライアル開始
※市教委の方で各校での活用状況などをヒアリングさせてい
ただき、使い勝手、見やすさなど細かな点も含め改善点を整理

• 10月2日 説明会15：30～１６：30（オンライン/オンデマンド）
（想定参加者：主幹教諭・生徒指導主任・教育相談主任等から1名以上）

• 教育データの利活用に関するガイドライン 改訂

• 今年度の学力調査、各種ア
ンケート類のデータの移行作
業

• 各校へのヒアリングを踏まえ
て追加の開発や改修

R9．
1月～3月

• １月１日 リニューアル版本格稼働 • 次年度に向けたデータ移行、
アカウント更新手順の整備

R９.
４月以降

• 令和９年度も必要な場合は、小幅の追加開発・改修が行える体制を整備
（予算要求を検討）

• リニューアル版での運用を進めつつ、各学校での活用状況にあわせた伴走
支援

➢ 10月2日に各学校の担当の先生方向けに使い方なども含めた説明会を開催。
➢ また、年内をトライアル期間と位置付け、10月の全校導入以降各学校での活用状況をヒアリングさせていただき、要望
に応じて追加の開発や改修も予定。



お試し校の感想

8

戸田第二小学校
➢ いじめ対策委員会で会議機能を用いて情報共有を行っている。聞き取り内容などの情報が全員で
確認できて便利。

➢ サポートミーティング（従来のケース会議に近いもの）でABC分析のフォーマットを活用し、課題を
整理し手立ての検討、効果検証まで行えている。

美谷本小学校
➢ 実際に１ヶ月使用してみて、①情報の集約による見落としや伝達ミスの防止、②放課後の時間が限
られる中での支援員や拠点指導教員との手軽な情報共有、③児童の気になる点だけでなく良いと
ころについてなど、日々の気づきを短時間で気軽に入力できる、④紙媒体の持ち歩きと比べて端末
の自動ロックによる紛失・情報漏洩の事故防止につながる点がメリットと感じた。

笹目中学校
➢ 生徒指導委員会と教育相談部会といった既存の会議で活用。両部会の情報が1箇所に集約された
ことで横断的な連携がしやすくなったことや、学年をまたぐトラブルにおいて双方の主張を1つの
ケース内で集約して確認できるため、会議が大幅に効率化された。


	スライド 0: 教育総合データベースの進捗について
	スライド 1: 普段使いにつながる追加開発②
	スライド 2: 前回のアドバイザリーボードで教育総合DBについていただいた御助言
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8

